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上肢に麻痺や骨折があると歩行器を上手に操作することができない
ため、かえって歩行時のバランスがとりにくくなります。 

転倒予防に使用しているはずの歩行器。使い方を誤ると転倒のリスクを高
めます。歩行器の要注意ポイントをお知らせします。 

歩行補助具の選定に迷った時は、
リハビリテーション室（内線3571）
に相談しましょう 

歩行器を無理に後方へ引いてしまうと後方に重心が勢いよく移動し、
転倒につながります。 

ポイント 
基本的に歩行器は押しながら前へ進んでいきましょう。 

ポイント 
まずは杖歩行や介助下での歩行が可能かどうか評価しましょう 
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